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 要  旨 
近年，音楽ではMP3を始めとしてMD で使われるATRACなど，電話関連では携帯電話やVoIP 
などにおいて，数多く音声圧縮技術が用いられている．MP3 は，単にデータ量を削減するだけで
なく，音質を維持し，かつできるだけ高速に再生処理ができるように設計されている．そのため，
世の中に広く普及しており，代表的な音声圧縮技術になっている．しかし，MP3 規格で変換を行
う場合，エンコード処理の計算量は多い． 
一方，3 次元画像処理の高速化要求に伴い，画像処理用のハードウェアである GPU の性能が著
しく向上している．GPU は並列処理に適したハードウェアであり，高い浮動小数点演算性能を備
えている．GPU の高い演算性能を汎用数値計算に利用するため，NVIDIA 社は GPGPU プログ
ラミング環境 CUDA を提供している．CUDA はグラフィックス API 等の知識を要求せず，C 言
語の拡張としてプログラミングを可能にし，GPGPU プログラミングの普及を推進している．現
在は数多くの CUDA を利用したアプリケーションが提案，開発されている一方，GPU の特性に
よりすべての計算処理が CUDA 環境において高速に行われるとは限らない．GPU を用いたデジ
タル音声データの変換，圧縮処理分野では，音声フレームデータに対しての並列エンコードの有
効性がまだ確認されていない．  
本研究では GPGPU 計算環境 CUDA を用いた MP3 エンコードの高速化を考える，大量の音声
フレームデータを GPU で並列処理する時の並列実行可能性とその並列性の向上について検討す
る．音声フレーム間の並列性とMP3フレーム構造を利用した 2種類のGPU並列実行方法を提案，
実装し，エンコード性能を実際の GPU を用いて測定した．また，CUDA 計算環境のメモリモデ
ル，転送方法も考察した． 
提案した 2 種類の GPU を用いた MP3 エンコード手法は既存の CPU シングルスレッドによる
MP3 エンコード方式よりエンコード時間が短縮できることを確認した． MP3 のフレーム構造を
利用し， エンコード処理の IterationLoop 部分の並列性を向上させることで，実行時間が短縮で
きることが確認できた．また， CUDA メモリモデルの最適化や，CPU と GPU 間の転送方式を
考慮することで，それぞれがエンコード時間に対して影響することを確認した．最後に，OpenMP
による CPU の並列化方式と提案方式を比較したところ，両方式がほぼ同じ性能になることがわ
かった． 
 
